
大阪大学未来基金　微研 検索

微生物病研究所は1934年の創設以来、感染症や病原体、免疫学、腫瘍学
における研究を推進し、新たな病原体の発見や病原体による発症のメカニ
ズム、ワクチンの開発やがん遺伝子の発見など、生命科学分野において大
きく貢献してきました。
また、国内外における研究人材の育成や、国立大学共同利用・共同研究拠
点として研究者の要請に応える設備・施設としても機能しています。
微生物病研究所では、このような取り組みを発展させ、教育研究活動のさ
らなる充実を図るため、今般、「感染症研究・対策・人材育成支援事業」基
金を、大阪大学未来基金に立ち上げました。何卒、本事業の趣旨にご賛同
いただき、ご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

あなたのサポートが
微研における研究の助けになります

寄附金の活用プラン
■海外研究拠点での研究活動支援
■微生物病研究所に所属する学生への奨学金、海外派遣、留学支援
■微生物病研究所で研究を志す海外からの留学生への支援
■わが国の臨床医、医学生を対象とした熱帯感染症実地研修支援
■社会人を対象とした感染症等に関する講演会・公開講座開催支援

ご寄附いただいた方にはご寄附いただいた方には
■大阪大学総長から感謝状贈呈
■大阪大学総長主宰の意見交換会「大阪大学感謝の集い」にご招待
■累計50万円以上のご寄附をいただいた方は、
　ご芳名をプレートに記し大阪大学中之島センターに掲示
■所得税・住民税など税法上の優遇措置があります
　（詳しくは大阪大学未来基金ウェブサイトをご参照ください）

ご寄附の方法ご寄附の方法

https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/biken/?donate_purpose=45https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/biken/?donate_purpose=45

クレジットカード、銀行振込、コンビニ振込を
ご利用いただけます。
詳しくは大阪大学未来基金サイトから

微研NEWSLETTERとは…
微生物病研究所は1934年に大阪大学に設置され、「微生物病」をキーワー
ドに、感染症や免疫系、がん研究分野における基礎研究を推進してきました。
現在はこれらの研究分野に加え、遺伝子工学、ゲノム解析、環境応答など多
様な分野の研究を展開しています。微研Newsletterは研究所における研究
成果など研究所の「今」を皆さんにお伝えする冊子です。
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三室准教授のレクチャー

午後の研究展示のようす

①「病原体ゲノムを検出しよう」

山岸 潤也 (北海道大学人獣共通感染症
リサーチセンター 准教授 )

②「腸内細菌とインフルエンザ」

一戸 猛志 (東京大学医科学研究所 准教授 ) 

③「ピロリ菌と赤痢菌をみてみよう」

大坪 亮太 (大阪大学微生物病研究所  助教 )

④「遠いようで身近なグローバル寄生虫症

 ―マラリア―」
矢幡 一英 (長崎大学熱帯医学研究所  助教 )

メイン会場 ポスターセッション
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10 月 16日のようす

左から 2番目はおなじくインドネシア出身の国費留学生、
Dita Nur Azizah さん。
中央は松浦善治前所長、右隣は目加田英輔名誉教授（本制度
の創設者）、右端は岡田雅人新所長

1957 年、群馬県高崎市に生まれる。
1981 年、京都大学理学部卒業。
1985 年、大阪大学大学院大学理学
研究科博士後期課程中退、同年大阪
大学蛋白質研究所助手。1988 年、
理学博士（論文）。1996 年、同助
教授。2000 年、大阪大学微生物病
研究所教授（発癌制御研究分野）

11月 6日のようす

おかだ　まさと

岡田　雅人
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　2019 年 8月 2日（金）、高校生のための科学イベント Summerschool2019@微研「vs. 病原体最前線」を開催、45名の高校生が参加しました。

　午前中は微生物病研究所の三室 仁美准教授が、「病気をひきおこす細菌の世界」と題し、細菌学の概要から、ピロリ菌や赤痢菌の最先端の研究ま

でわかりやすくレクチャーしました。午後は、日本における感染症の研究拠点（北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター、東京大学医科学研究

所、大阪大学微生物病研究所、長崎大学熱帯医学研究所）の若手研究者 4名が研究展示を行いました。参加した高校生たちはメモを取ったり、直接

研究者に質問をするなど、熱心な様子が伺えました。

高校生のための Summerschool 2019@ 微研 を開催
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第 18回あわじ感染と免疫国際フォーラムを開催

　今年も 9月 10日（火）～ 13日（金）にあわじ感染と免疫国際フォーラムを開催しました。会場の淡路夢舞台国際会議場には、国内外から 4日

間で 170名もの研究者が集まりました。各演者は最新の研究成果の発表し、聴衆からの質問に会場は盛り上がりを見せました。ポスターセッション

では、110枚のポスターを前に熱い議論が繰り広げられました。

　来年は 2020 年 10月 2日（金）～ 4日（日）の日程で、北海道大学にて開催予定です。
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サイエンスカフェ・オンザエッジ＠ラボカフェ
　本研究所と大阪大学免疫学フロンティア研究センターが主催し、大阪市内のアートエリア B1（京阪電鉄なにわ橋駅）にて、サイエンスカ

フェ・オンザエッジを開催しました。10月 16日（水）は、梅本英司准教授に「おなかの中の妙なる調和 ̶腸内細菌と免疫細胞のクロストー

クー」と題し、お話していただきました。また、11月 6日（水）には、明田幸宏講師が「世界をかけめぐる耐性菌」というタイトルで講演

しました。両日とも定員を超える 76名が参加、質問が絶えず、腸内細菌や薬剤耐性菌への注目度の高さが伺われました。

編集後記

2019 年秋号特集では、夏号につづき、微生物病研究所公式サイトイチオシコンテンツ RIMD’ s から一部抜粋して掲載しました。また、

研究成果のページでは、遺伝子機能解析分野野田大地助教と、生体統御分野龝枝佑紀助教にご協力いただきました。ご協力いただいた皆

様にこの場を借りて感謝申し上げます。（企画広報推進室）。
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2019 年　11月 29日発行／企画・制作：大阪大学微生物病研究所企画広報推進室（中込咲綾・吉田智恵）
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 3-1　TEL: 06(6879)8357  FAX:  06(6879)8360

「微研 Newsletter」へのご意見、お問い合わせは email: biken-pr@biken.osaka-u.ac.jp までお寄せください。

■バックナンバーは大阪大学微生物病研究所ウェブサイトからご覧いただけます。　

http://www.biken.osaka-u.ac.jp/about/publications/

表紙写真　右上：JAXAが開発したマウス飼育装置　下：宇宙から生還したマウスの精子　中央：ゼブラフィッシュ胚と成体

① ②
③ ④
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谷口海外奨学生 2名が来日
RIMD NEWS  05

　10月に谷口海外奨学生として、Dianita Susilo Saputri さん（写真：左

から 3番目）とDaniel Semmy さん（写真：左端）がインドネシアから来

日しました。半年間日本語の習得など準備期間を経て、2020 年 4月から

大学院生として本格的な研究生活が始まります。

　谷口海外奨学生制度は、本研究所の生みの親である故谷口腆二先生の名

を冠して、2014 年度に創設した外国人留学生奨学支援事業です。ASEAN

諸国から優秀な学生・院生を招致し、独立した研究者になるまで育成する

ことを目的としています。特に優秀な学生には、大学院を修了後も微生物

病研究所でのポジションを提供するというユニークな特徴があります。現

在、本研究所では、今回来日した 2名を含む大学院生 11名がこの制度に

より支援を受け、それぞれ所属している研究室で、日々研究に励んでいます。

岡田雅人教授が第 23代所長に就任

　松浦善治教授が任期満了（2期、4年間）にて本研究所 所長を退任し、

2019 年 10月 31日付けで岡田雅人教授が新所長に就任しました。  岡田

所長は設立以降 23代目の所長となります。 副所長には飯田哲也教授が着

任しました。また今期より新たに設置された所長補佐には、高倉伸幸教

授が任命されました。


